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NPO 法人緑・ふれあいの家 

（緑地域活動協議会） 

理事長 久木 勝三 

広報委員会 

大阪市鶴見区緑 3-3-3 

電話（06) 6915-6333 
Verde 

●丈夫なテーブルの下などに逃げ込み頭をガードしましょう。 

●揺れがおさまったら火の始末をしましょう。 

●出口を確保し、すぐには飛び出さない 

ようにしましょう。 

●隣近所で声を掛け合って 

非難しましょう。 

●安否の確認をしましょう。 

 

≪外を歩いていたら≫  

●かわらや看板、ガラス等の落下物、ブロック塀や門、自動販売機等の 

転倒に気を付けて。 

≪デパートなどにいたら≫ 

●出口に殺到すると危険です。従業員の指示に従いましょう。 

≪地下街にいたら≫  

●あわてて地上に飛び出さず、壁のそばで身を守ります。 

●停電になっても非常灯がつくので、あわてず壁づたいに歩き、出入り 

口まで移動しましょう。 

≪エレベーターにいたら、閉じ込められたら≫ 

●揺れを感じたらすべての階の停止ボタンを押して、止まった階で降り 

ましょう。 

●閉じ込められたら、非常ベルや非常電話で外部と連絡し、落ち着いて 

救助を待ちます。 

●地震のとき、エレベーターは絶対に使用しないようにします。 

≪台風への備え≫ 

●台風は、強風・大雨・高潮を伴い大きな被害をもたらします。 

テレビ・ラジオなどの気象情報に注意して、十分な備えと外出を 

控えましょう。 

≪強風・竜巻への備え≫ 

●雨戸を閉め、マンションなどの雨戸がない窓は、飛散防止フィル 

ムやガムテープをはり、カーテンを引きます。 

●ベランダの物干しざお、家のまわりの植木など飛ばされやすい物 

を片付けます。 

●雷注意報が出たら竜巻が 

発生することもあります。 

 頑丈な建物などに避難 

しましょう。 

 

 

 

≪大雨への備え≫ 

●排水溝・といを掃除し、ごみ箱など流されやすい物を片付けまし 

ょう。 

●浸水のおそれがあるときは、近所の人々といっしょに避難します。 

特に、ビルの地階などの低所は大雨・洪水などにより浸水するお 

それがありますので注意。 

●断水に備えて飲料水を確保しましょう。浴槽に水を張るなどして 

トイレなどの生活用水を確保しましょう。避難に備え、非常持ち 

出し品を準備しましょう。 

●都会では遠くの避難場所へ避難するより、隣近所の二階以上の頑丈な 

建物に避難させてもらうほうが安全な場合もあります。避難する場合 

は、周囲の状況なども総合的に判断し、行動するようにしましょう。 

「日本気象協会・大阪防災ネットホームページより抜粋」 

 
【ちょっとした備えがいざという時役に立ちます】 

① 正確な情報をえるには、ラジオ TV の他、おおさか防災ネットやエリアメールの情報を確認しましょう。 

② 家族の安否確認の方法は、「171」災害用伝言ダイヤル（一般電話）や災害用伝言板（携帯）もあります。 

③ 災害時の避難場所として、小・中学校や広場、公園が指定されています。家族で確認しましょう。 

④ 高齢者や障害のある人など、災害時の要援護者の皆さんへの心配りが必要です。 

 

 

近年の日本は火山活動が活発で、いくつかの火山では噴火や警戒警報が発令されています。また、南海トラフ大地震は、今後 30 年間に 70％の確

率で発生すると予測されています。一方地球温暖化により、台風の大型化、集中豪雨の頻発等異常気象による災害が懸念され、先の台風 17 号、

18 号による栃木県、茨城県の大水害も記憶に新しいところです。9 月の防災月間にちなみ、自然災害への備えを特集しました。今一度、わが家

の災害対策の見直しをしてみませんか。 
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7 月 18・19 日に毎年恒例の緑・納涼盆お

どり大会が鶴見緑地多目的広場にて開催

されました。前日までの台風の影響で会場

準備は当日の早朝となりましたが、大会関

係者の皆さんの頑張りで、予定通り開催に

漕ぎ着ける事が出来ました。18時半から若

井ぼん師匠の軽妙な司会進行のもと鶴見

商業高校ダンス部のオープニングパフォ

ーマンスにより緑・納涼盆おどり大会の幕

があがりました。夜の帳が下りる頃になる

と子どもから年配の方、留学生の皆さんも

踊りの輪に加わり国際色豊かに盛り上が

り、櫓のぼん師匠のレゲエ河内音頭や青木

遥ちゃんのドンパン節がより一層夏まつ

り盆おどり気分をを盛り立てる中、歌を聴

きつつ屋台ではあてものに並ぶ子どもや

飲み物・食べ物を求める人・人で長蛇の列。

大賑わいの１日は更けていきました。 

２日目は連休の中日であったため陽の暮

れる前から、家族連れや友人同士で沢山の

方が来場され、盆おどりの始まる頃には、

既に会場は熱気があふれて猛暑はどこへ

やら。「踊り」も「売店」も開始早々から

最高潮で、老若男女、みんな夏の宵と踊り

を楽しむ間に、あっという間に終了時間と

なってしまいました。（後日、主催者に問

い合わせると「過去最高の人出」というこ

と。）閉会のアナウンスが流れる中、名残

惜しそうに談笑するお客様方も。来年の盆

おどりでの浴衣での再会や誘い合いを約

して三々五々家路につかれました。また、

来年の、緑・納涼盆おどりで!! 
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遥さんは、子守唄として聴いていたお母さん

の故郷でもある福島の民謡『会津磐梯山』を

2 歳ごろにはしっかりと歌えるようになり

ました。その他、童謡などの歌も 50曲近く

歌えるようになったことから、お母さんが

「この子は民謡が好きなのかも？ 習わせ

てみようかな？」と思いつき、現在の師匠で

もある日本民謡鶴見区連合会長 齋藤功先生

の民謡教室に 2 歳から通い出し、唄と三味

線を習うようになりました。それからまもな

く初めて出場した全国大会で準優勝。その後

コンクールには出場したことはありません

でしたが、記念になるからとの齋藤先生の勧

踊ってこその盆踊り。でも実は踊りたくても二の足を踏んでる方が

多いようです。そこで提案。盆踊りの最中に練習タイムがあればい

かがでしょうか？ たとえ１曲でもその場で練習し、踊れるように

なれば、この盆おどり大会も更に楽しめるはず。本紙としても、緑・

納涼盆おどり大会が更なる進化を遂げることを期待するものです。 

めで今年 10年ぶりに出場し、見事最優秀賞

に輝きました。遥さんは大会前に『緑・納

涼盆おどり大会』で櫓の上で気持ち良く楽

しく歌わせていただき、その気持ちをその

まま大会に持って行けたことが受賞につな

がったと話しておられます。現在、レパー

トリーは齋藤先生のご出身である秋田民謡

を中心に民謡・童謡・歌謡曲と広がってい

ます。鶴見区民センターで開催されている

民謡教室で三味線伴奏のお手伝いをした

り、老人ホームや地域の行事で唄っておら

れます。今後とも勉強と両立しながら楽し

く唄っていきたいと話しておられました。 

 

今回の盆おどり大会を生歌で盛り上げていただいた緑中学校 1 年生の青木遥

さんが 7月 25日『第 50回記念産経民謡大賞少年少女の部』で秋田小原節を

唄い、優勝・内閣府特命担当大臣賞・産経新聞社賞・日本郷土民謡協会賞を

受賞されました。そこでさっそく喜びの声をお聞きしました。 

 

おで 

◆ 緑鼓笛隊   ◆鶴見商業高校吹奏楽部 

◆ キッズダンス ◆子ども舞踊 

◆ 青木 遥さん ◆大人舞踊 

緑地域のパレードは 子供会の子ども達や

地域の皆さんが赤い座布団に俵をのせた座

布団神輿をかついで「わっしょい！わっし

ょい！」と威勢よく練り歩きました。パレ

ードの間、子ども達のお母さんやお父さん、

おじいちゃんやおばあちゃんも、みーんな

笑顔でスマイルつるみ!! パレードには区内

のいろいろなボランティア団体の構成員と

しても沢山の皆さんが参加しました。 

台風一過の秋晴れの空のもと、鶴見区民

まつりが 9 月 13 日（日）開催されまし

た。今回は、世界各国の食と文化を楽し

む「つるみワールドフェスタ」も同時開

催されました。わが町「みどり」は、「わ

いわい遊び縁日」に出店「一円落とし」

と「かき氷」「やきとり」そして、売れ

筋の定番「いか焼き」のラインナップ。

商売繁盛でお昼過ぎにはすべて完売!! 
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恒例の「ジュニアクラフト教室」が夏休み

に行なわれました。両日とも 50人を超える

子どもたちが集まり、それぞれ真剣に取り

組んでいました。 

昨年、体験教室を実施した「３Ｂ体操教室」

についても５回講座で開催します。 

 

 

 

 
ボール・ベル・ベルダー

の三つの用具を使い、音

楽に合わせて楽しく全

身を動かす「３Ｂ体操」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開催日    行事（事業）名  開催場所 

毎週日曜日 ふれあい喫茶 緑ふれあいの家 

毎週水曜日 子ども見守り隊 通学路要所 

毎週木曜日 緑ふれあいランチサービス 緑ふれあいの家 

毎月第３火曜日 囲碁、将棋の会 緑ふれあいの家 

毎月第３木曜日 子育てサロン 緑福祉会館 

毎月第４木曜日 ステップ教室、介護予防事業 緑ふれあいの家 

偶数月第２土曜日 緑・いどばたクラブ 緑ふれあいの家 

奇数月第４日曜日 地域一斉清掃活動 緑地域全域 

適時 地域防犯パトロール 緑地域全域 

10/12（祝）10:00～ 鶴見区青少年カーニバル 鶴見緑地 

10/17（土）10:00～ 生涯学習ｼﾞｭﾆｱｸﾗﾌﾄ教室 みどり小学校 

10/18（日）9:00～ 鶴見区民ソフトボール大会 コミュニティ広場 

10/24（土）10:00～ 緑敬老祝賀会 みどり小学校講堂 

10/30（金）18:00～ ジュニア防災リーダー養成講座 みどり小学校講堂 

10/31（土）10:00～ 緑地域防災訓練 みどり小学校 

11/3（祝）9:00～ 児童生徒写生大会 鶴見緑地 

11/8（日）8:00～ ライオンズクラブ秋季球技大会 みどり小学校講堂 

11/23（祝）9:00～ 鶴見区オータムチャレンジスポーツ 緑地第 1 グラウンド 

11 月中 第 15 回区民パークゴルフ大会 緑地第 1 グラウンド 

12/6（日）9：00～ ママさんバレーボール選手権大会 区スポーツセンター 

12/28（月）20：00～ 歳末警戒激励会 緑ふれあいの家 

NPO 法人緑・ふれあいの家ホームページ http://midorihureainoie.jimdo.com/ 
フェイスブック・ブログもあります。「ＮＰＯ法人緑・ふれあいの家」で検索していただくか、ホームページからご覧ください。 

 

これまで児童の保護者の皆様への配布と地域の回覧により、平成 18 年 3 月

の創刊号から 20 号まで発行してまいりましたが、今回より地域の広報紙

Verde にて、発行することとなりました。これまで同様、子育てや教育の情

報を地域で共有するために発信していきます。 

みどり小学校区教育協議会はぐくみネット事務局 

地域と学校が互いに協力しあって、

子どもたちを育んでいこうと地域の

人たちがつながりあうものです。 

6 月 15 日鶴見区社会福祉協議会 

「善意銀行」様より車椅子 1 台を寄贈

していただきました。 

★車いすを無料貸し出ししています★ 

詳しくは緑ふれあいの家までお問い合

わせください。 

☎０６－６９１５－３３３３ 

昨年の四月から子ども会広報部長

になった事に対してかなりの不安

がありましたが、あれから１年半が

経ちます。役員になるまでは、あま

り行事に参加したことすらなかっ

たので、何も分からない事だらけで

した。いそがしく辛い思いもありま

したが、子ども会の指導員・役員は

もとより地域役員・関係者のお力添

えもあり、今まで楽しくやってこれ

ました。色々な人達との出会いも私

にとって意議があったのだと思い

ます。いつもご協力いただいている

皆様、本当にありがとうござます。

今までは、顔すら知らない子ども達

が私の顔を見て挨拶もしてくれま

す。名前が分からなくても行事でい

つも写真を撮る人だとは、わかって

もらっているみたいです。そんなた

くさんの子ども達との出会いもあり

ました。 

残された任期、子ども達の頑張る姿

と笑顔を一生懸命に伝えていきたい

と思います。 

     広報委員 池川多賀子 

 


